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1.はじめに 

 アニメ制作過程において色の塗り間違いや構

造上の間違いといった作画ミスがしばしば発生

する．制作過程の各工程においてミスのチェッ

クが行われているが，そのチェックに漏れがあ

る可能性があるため，放送前の最後の工程であ

る品質管理の段階でミスを残さず検出する必要

がある．しかし，品質管理におけるミスの検出

は設定画を用いた主観的な方法で行われている

ため，ミスを見逃してしまう可能性がある．さ

らに，品質管理は 3 人がかりで 3～5 時間費や

されており膨大な負担となっている．よって，

あらかじめ自動的にミスがありそうなフレーム

を検出し，手作業でチェックするべき作画の枚

数を減らし，品質管理の負担を軽減することを

本研究の目的とする． 

 異常検知をする方法としては，VAE を用いる

方法 [1] や GAN を用いる方法 [2] などが存在

する．これらの方法は事前に大量の画像を必要

するため，登場する頻度が少ないキャラクター

の異常検知には適用出来ない．本研究では事前

に大量の画像を必要とせず，アニメーションの

連続性を利用して連続するフレーム同士の画素

対応を取って 1 フレームだけ色塗りのミスが発

生する場合の異常検知を行う． 

 

2.提案手法 

提案手法の概要を図 1 に示す．本研究では画

素対応を用いることで異常検知を行う．2 つの

画像の意味的な画素対応を取る手法として

Deep-Image-Analogy [3] を 用 い る ． Deep-

Image-Analogy において，ImageNet で訓練済

みの VGG19 の重みを用いて Coarse-to-fine 方

式で 2 つの画像 A，B の意味的な対応を取る．

ここで画像 A の座標 x に画像 B の座標 y が対応

する場合に，画像 C の座標 y の画素値を座標 x

にコピーしてできる新しい画像を画像 AB (C) 

とする．今回はイラストに適用するため，

ImageNet で訓練済みの VGG19 の重みではな

く 大 量 の イ ラ ス ト 画 像 で 訓 練 済 み の

Illustration2Vec [4] の重みを用いた． 

 アニメーションは多数の連続した画像から構

成されており，連続している 2 つの画像は類似

した画像であると考えられる．異常検知をした

い画像を画像 Ii，画像 Ii の 1 フレーム前の画像

を画像 Ii-1とする．画像 Ii-1から画像 Ii Ii-1 (Ii-1) を

生成した後，その画像 Ii Ii-1 (Ii-1) から画像 Ii-1Ii (Ii 

Ii-1 (Ii-1) ) を生成することを考える．画像 Ii に色

の塗りミスがない場合，画像 Iiと画像 Ii-1の間で

画素の対応関係がうまくとれるため生成した画

像 Ii-1Ii (Ii Ii-1 (Ii-1) ) は元の画像 Ii-1に近づくと考

えられる．一方画像 Ii に色の塗りミスがある場

合，色の塗りミスが発生している箇所において

画素の対応関係がうまく取れないため，生成し

た画像 Ii-1Ii (Ii Ii-1 (Ii-1) )は元の画像 Ii-1に近づかな

いと考えられる．そこで，生成した画像 Ii-1Ii (Ii 

Ii-1 (Ii-1) ) が元の画像 Ii-1に近づいているかどうか

で異常判定を行うことが出来る．生成した画像

Ii-1Ii (Ii Ii-1 (Ii-1) ) と元の画像 Ii-1を比較して異常判

定をする際には以下の方法を用いた． 

① 生成した画像 Ii-1Ii (Ii Ii-1 (Ii-1) ) と元の画像 Ii-1

の L*a*b*色空間での差が閾値 1 以上の場所を残

す． 

② ①の画像を収縮する． 

③ ②の操作後に残った画素の数が閾値 2 以上

場合異常画像とする． 

 

3.実験方法 

 合計 514 枚の画像から成る 10 個のシーンで

実験を行った．作画ミスが発生した画像はサン

プル数が少ないため，今までに発生した作画ミ

スの傾向を基にして疑似的な作画ミス画像を作
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成した．514 枚のうち 40 枚に疑似的な作画ミス

画像で構成されたシーンで実験を行った．  

 

4.実験結果 

 F 値を最大にするような閾値 1 と閾値 2 の組

み合わせの結果を実験結果の代表例とした．実

験 結 果 を 表 1 に， Accuracy ・ Precision ・

Recall・F 値を表 2 に示す．閾値 1=32，閾値

2=37 の場合に F 値が最大となった．異常画像

の 40 枚の中で異常と判定されたものは 17 枚で

あった．このうち元の画像 Ii-1と Ii-1Ii (Ii Ii-1 (Ii-1) ) 

の差が異常箇所に出ている画像は 13 枚であっ

た． 

5.考察 

偽陽性のパターン例や偽陰性のパターン例を

図 2 に示す．偽陽性のパターン例としては，  

Ii-1Ii (Ii Ii-1 (Ii-1) ) にアーティファクトが生じてい

たというものがあった．これは口パクや隠れて

いたものが現れるなどでアニメーションが激し

く変化する場合，連続するフレーム同士の類似

度が下がるため画素の対応関係がうまくとれな

くなることに起因する．偽陰性のパターンとし

て，ターゲット画像において異常な箇所が Ii-1Ii 

(Ii Ii-1 (Ii-1) )において変化しなかったというもの

があった．これは画像 Iiから画像 Ii-1に画素対応

を取る際に色の塗りミスが発生している箇所の

画素対応がうまく取れてしまい，生成した画像

Ii-1Ii (Ii Ii-1 (Ii-1)の異常箇所は変化しなかった． 

 

6.まとめ 

 アニメーションの連続性や画素対応を利用し

て，事前に必要な画像がない異常検知の手法を

提案した．偽陽性や偽陰性が多いため，画素の

対応関係の詳しい検討を行いたいと考えている． 
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図 1 提案手法の概要 

表 1 実験結果 

図 2 偽陽性のパターン例(上図)と 

偽陰性のパターン例(下図) 

表 2 Accuracy，Precision，Recall，F 値 
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